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Ⅰ 研究目的

本県の義務教育では,「全ての児童生徒一人一人に基礎・基本の定着を実現していく」ことを目

標としており，基礎・基本の定着については，論理的に物事を思考したり，表現したりすることな

ど，基礎的・基本的な知識・技能の習得に留まるものではないことを確認している。

この目標の実現のためには，基礎的・基本的な知識・技能の活用を図る学習活動を意識した授業

展開を行い，授業や家庭学習においても論理的に物事を思考したり，判断したりすることをねらい

とした問題に意図的に取り組ませていくことが必要である。

この研究は，小学校国語科における基礎的・基本的な知識・技能の活用を図ることをねらいとし

た問題（以下 「活用問題」と表記）を作成し，提示することを通して，児童生徒への基礎・基本，

の定着を支援しようとするものである。

Ⅱ 研究の方向性

授業や家庭学習などで，基礎的・基本的な知識・技能を活用することにさらに習熟を図るため，

小学校国語科における「活用問題」を作成する。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 「活用問題」の作成に関する基本的な考え方（文献法）

２ 小学校国語科における「活用問題」の作成に関する基本的な考え方（文献法）

３ 小学校国語科における「活用問題」の作成（文献法）

４ 小学校国語科における「活用問題」の作成に関するまとめ

Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 「活用問題」の作成に関する基本的な考え方

(1) 本県における基礎・基本の定着について

本県の義務教育の学力向上の目標は 「全ての児童生徒一人一人に基礎・基本の定着を実現，

していく」ことである。

基礎・基本の定着とは，単に読み・書き・計算といった学習基盤や各教科における基礎的・

基本的な知識・技能の習得に留まるものではなく，論理的に物事を思考したり，適切に判断し

たり，表現したりするなど習得した知識や技能を活用させることを通して，基礎・基本を身に

付けさせることである。

平成20年度には岩手県教育委員会が「 活用 」に関する指導資料」を作成し，平成21年度『 』

には岩手県立総合教育センターで「知識・技能の活用を図る学習活動に関する指導展開例の作

成」と題して研究成果をまとめ，本県の教育課題である「活用」に関する指導の方向性を示し

た。

その中で 「活用」を意識した授業とは，知識・技能を活用することが目的ではなく，基礎，

的・基本的な知識・技能を確実に習得させるとともに，それらを活用する学習活動を手だてと

して，思考力，判断力，表現力等を育成することを目的とした授業であり，基礎・基本の定着

を実現するためには，知識・技能の活用を図る学習活動を意図的に位置付けた単元構想に基づ

いた授業実践が求められていることが示された。



- 2 -

(1) 既習内容を使いながら，自分の考えをまとめ表現する学習活動
(2) 互いに考えを交流し，評価し合う学習活動
(3) 物事を関連づけたり，整理したりしながら課題に取り組む学習活動
(4) 様々な文章や本に接しながら，身に付けた言語能力を発揮する学習活動

(2) 「活用問題」とは

「活用問題」とは，学習指導要領を基に，知識・技能を活用して，思考力，判断力，表現力等

を育むことを目的とした問題である。

そのために活用問題は，必要な情報を取り出したり，根拠をもって考えたり，自分の考えを説

明したりするなどの言語活動に取り組むことができるよう構成している。

(3) 「活用問題」を作成する意義

「活用問題」は 「 活用』に関する指導資料 （岩手県教育委員会，2008）や「知識・技能の，『 」

活用を図る学習活動に関する指導展開例 （岩手県立総合教育センター，2009）で示された「活」

用」を意識した授業を展開しながら，知識・技能の活用への習熟を図るために利用することを想

定している。

児童は，授業や家庭学習などで「活用問題」に繰り返し取り組み，様々な形式の問題を解くこ

， 。 「 」 ，とを通して 知識・技能を活用することに習熟していく また問題の 正答例と解説 を通して

知識・技能を活用する手だてを確認したり，活用したりすることで確かな習得がなされる。

また教師は，児童の解答状況から，それまでの授業について「習得・活用・探究」の学習活動

のバランスはどうであったか，言語活動をどのように授業に位置付けてきたかといった視点で授

業実践を振り返ることによって，授業改善につなげることができる。

これらのことから「活用問題」への取り組みを通して，児童の「基礎・基本」の定着を支援す

ることができるものであり 「活用問題」を作成することは意義があると考える。，

２ 小学校国語科における「活用問題」の作成に関する基本的な考え方

(1) 小学校国語科における「活用」のとらえ

小学校国語科では 「学校教育指導指針国語科の指導の要点（岩手県教育委員会,2009 」より， ）

作成した「知識・技能の活用を図る学習活動に関する指導展開例（岩手県立総合教育センター，

2009 」に基づき，次のように「活用」をとらえている。）

(2) 小学校国語科における「活用問題」とは

小学校国語科における「活用問題」は，Ⅳ２(1)における「活用」のとらえを問題として具体

化したものである。

３頁の【 資料１ 】は，主に「Ａ話すこと・聞くこと」領域の指導事項エ「話し手の意図をと

らえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること」及び言語活動例ア「資料を

提示しながら説明や報告をしたり，それらを聞いて助言や提案をしたりすること」を踏まえて作

成した第５学年の「活用問題」である。親子行事の様子を新聞にまとめる学習活動において，相

手の意見を受けながら自分の意見を示し，助言や提案を行うという実生活の中で起こりうる場面

を問題の中に設定している。

二つの意見を比べるこの問題は，活用のとらえ「(3)物事を関連づけたり，整理したりする」

ことを具体化している。また，必要な情報を取り出し短くまとめることで「(4) 身に付けた言語

」 ， 「 ，能力を発揮する ことを 意見を条件に合わせて文章に表すことで (1)既習内容を使いながら

」，「 ， 」 。自分の考えをまとめ表現する (2)互いに考えを交流し 評価し合う ことを盛りこんでいる
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【資料１】 活用問題の例

このように，実生活の中で起こりうる場面を問題の中に設定し，児童が実際に行うであろう言

語活動を取り上げつつ 「活用」のとらえを具体化して作成したのが「活用問題」である。，

(3) 小学校国語科における「活用問題」を作成する意義

小学校国語科の「活用問題」は，問題文の場面設定として，日常の生活場面や国語科の授業に

おける課題設定から交流までの言語活動の過程を取り入れて作成している。これは児童がより抵

抗なく問題に取り組むための配慮であると同時に，日常生活の中で生きる言語能力の素地を養う

ための支援となるよう意図したものである。

また，記録，説明，報告，紹介，感想，討論等の言語活動やこれらに関わる表現様式を出題の

中で示していることから，児童は問題を解くために必要な視点をもって「活用問題」に取り組む

ことができる。正答例と解説をもとに解答を確かめることにより，児童は問題を解いた後にも自

分自身にとって新しい考え方に気づいたり，言語活動やその表現様式に関する理解を深めたりす

ることができる。つまり，基礎・基本となる知識・技能を児童が自ら身に付けることができるよ

うに「活用問題」を作成した。

さらに，教師は，児童が「活用問題」に取り組む状況や解答の状況を観察・分析することで，

基礎・基本となる知識・技能を習得しているか，あるいはそれを活用しているかを判断し，個に

応じた指導や思考力，判断力，表現力を育成するための授業改善に役立てることができる。

このように，児童の基礎・基本となる知識・技能の習得と活用による思考力，判断力，表現力

等の育成を支援していくことが小学校国語科における「活用問題」を作成する意義である。

３ 小学校国語科における「活用問題」の作成

(1) 小学校国語科における「活用問題」の構成と作成上の留意点

ア 問題の構成

小学校国語科における「活用問題」は，第５，６学年を対象に，学習指導要領の「Ａ話すこ

「
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と・聞くこと 「Ｂ書くこと 「Ｃ読むこと」の３領域に分けて構成した。また，問題において」 」

は，PISA型読解力の３観点を基に，下に示す通り構成した。

このような構成の問題への取り組みを通して，情報を取り出し，テキストを解釈して熟考・評価

するという思考操作ができるよう配慮した。

また，以下の【図１】ように問題の構成を類型化した。

【図１】における問題の類型は，問題における設問のステップを変えることで，児童が基礎・基

本となる知識・技能を活用することに習熟することを目的としている。例えば情報を取り出す設問

からすぐに熟考・評価に該当する設問を解く場合，設問には示されていなくても児童はテキストを

解釈した結果を基に熟考・評価する問題を解くことになる。あるいは，熟考・評価に関する設問の

PISA型読解力の３観点に沿って，児童が順を追って

思考することを意図して構成している。設問数は３問

になる。

PISA型読解力の３観点を基に，児童がステップを

変えながら思考することを意図して構成している。

児童は，情報の取り出しとテキストの解釈のうち設

問として示された一方に取り組み，熟考・評価する。

設問数は２問になる。

PISA型読解力の３観点を基に，児童がステップを変

えながら思考することを意図して構成している。情報

の取り出しとテキストの解釈を順を追って思考するの

ではなく，１問目で熟考・評価する。設問数は１問に

なる。

① 情報の取り出し ③ 熟考・評価

② テキストの解釈 → ③ 熟考・評価

③ 熟考・評価

① 情報の取り出し → ② テキストの解釈 → ③ 熟考・評価

類型(1) 思考の順を追った構成

類型(2) ステップを変えた構成①

類型(3) ステップを変えた構成②

① 情報の取り出し → ② テキストの解釈 → ③ 熟考・評価

【図１】問題構成の類型
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みが示されている場合には，児童は問題を解くために必要な情報をテキストから取り出し，解

釈した上で取り組むことになる。つまり，ステップを変えることで，メモを作って情報を整理

したり，図を書きながら考えをまとめたりするなど，児童は自ら順を追って思考するようにな

る。

このように，設問のステップに変化を付けることで 「活用問題」を通して児童が自ら思考，

し，基礎・基本となる言語能力を活用することに習熟できるよう問題を構成した。

イ 作成上の留意点

問題の作成に当たっては，主に以下の内容に留意した。

・児童が問題の内容や状況をとらえると同時に問題を解く必然性を感じ，また，日常生活の中で

生きる言語能力の素地を養う機会となるよう，日常生活や国語科における学習活動の場面を設

定し問題文に盛りこんだ。

・児童が問題の中で必要とされる言語能力に見通しをもつことができるように，問題の見出し部

分に，言語活動の内容と学習指導要領の領域を明記した。

・児童が，基礎的，基本的な言語能力を活用し，自ら順を追って思考することができるようにす

るために，PISA型読解力の３観点を基にした構成で問題を作成した。

・児童が複数の文章や非連続型テキストを利用することに習熟できるよう，問題のテキストとし

てこれらを取り入れた。

・児童が問題に集中して取り組むことができるよう，所要時間を10分と設定し，明記した。

具体例を５～６頁の【資料２】,【資料３】及び【資料４】に示す。

【資料２】問題の作成上の留意点に関する例

国語科の学習活動から，意見
文を書く場面を取り上げている。

問題文の場面設定

言語活動もしくはその表現様
式と主な関わりをもつ領域を明
示した。児童には内容の見通し
として，教師には問題を選ぶ際
の目安として提示した。

言語活動と領域の明示

「目標時間」として示すこと
で，児童の集中力を喚起できる
ように配慮している。

所要時間の設定
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【資料４】ステップを変えた設問の組み合わせに関する例

朗読の工夫を複数示し，テキ
ストと照らし合わせることで，
問題を概観しながら表現の工夫
をとらえることを求めている。

情報の取り出し

取り出した情報や解釈した内
容を基に、朗読の表現を工夫す
ることを求めている。

熟考・評価

詩及び詩に対する２編の解説
資料を示し，比較することで児
童自身が考えをもつことができ
るよう配慮した。

複数の文章の提示

問題を概観しつつ，資料内容
の違いを区別することを求めて
いる。

情報の取り出し

整理した情報を基に，詩のよさ
を友だちに推薦する文章を書くこ
とを求めている。

熟考・評価

①情報の取り出し → ②テキストの解
釈 → ③熟考・評価と，取り出した情報
を解釈し，表現する「活用問題」の基本
的な組み合わせの問題となっている。

順を追った設問の組み合わせ

二つの朗読の表現が，基の文
章に対する解釈の違いから生ま
れていることに気づき，説明す
ることを求めている。

テキストの解釈

①情報の取り出し → ③熟考・評価
と，問題を概観した上ですぐに表現を
行う問題となっている。

ステップを変えた設問の組み合わせ

【資料３】順を追った設問の組み合わせに関する例
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ウ 正答例と解説の構成と作成上の留意点

正答例と解説の構成と作成に当たっては，以下の点に留意した。

・正答例は，情報を取り出す問題には正答，テキストを解釈する問題には設問に応じて正答ない

し正答例，熟考・評価する問題には正答例として示した。

・問題の中で求められている言語能力を児童が確認できるように 「この問題で身につけてほし，

い力」の項を設けた。

・解説は，表記を「考え方」として，正答に至る道筋を児童向けに平易な言葉で示した。問題で

用いる表現様式について概説したり，要点を明示したりして，児童が基礎・基本となる知識・

技能について習熟を図ることができるように配慮した。

具体例を以下の【資料５】に示す。

【資料５】正答例と解説の構成の例

情報を取り出す問題には正答，
テキストを解釈する問題には正
答ないし正答例，熟考・評価の
問題には正答例として記載して
いる。

正答例

正答にいたる道筋を児童向け
の平易な言葉で示している。問
題で使用する表現様式について
概説したり，必要な要素を列挙
したりして，児童が解説文を通
して知識・技能の習熟を図るた
めの手がかりを示している。

考え方

問題を通して求められている
言語能力を，児童が確認しなが
ら解説を読んだり，問題を振り
返ったりすることができるよう
にするための配慮として示して
いる。

身につけてほしい力
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(2) 小学校国語科における「活用問題」の利用に当たって

「活用問題」は，児童一人一人の実態に配慮しつつ，次のような学習場面で使用することを想

定して作成した。

ア 家庭学習や朝自習で使用する

家庭学習や朝自習等において，単元で扱う言語活動と関連した課題，あるいは既習内容の

復習のための課題として繰り返し使用する。この場合は「正答例と解説」を同時に配布し，

児童による自己採点を促す。修正に際しては，解説部分を読み児童自身が解き直すことが望

ましいが，児童の実態によっては正答例を視写することも許容される。この場合，教師が児

童の解答を基に解説や指導を行うことで，学習効果を更に高めることができる。

このような使用を繰り返すことで，児童は次第に自らの力で「活用問題」に取り組むこと

ができるようになり，同時に知識・技能を活用することに習熟していくことができる。

イ 単元の終了直後に使用する

単元の終了直後に，教師が知識・技能が児童に習得されているか確かるために使用する。

同じ領域や言語活動から「活用問題」を選ぶことで，児童は直前まで行われていた単元の学

習で習得した知識・技能を活用することになる。この場面における「活用問題」への取り組

みの様子や解答の内容は，教師が児童の習得の状況を判断する材料として使用することがで

きる。また，習得の状況を基に，児童の活用することへの習熟を図るために使用することが

できる。

ウ 予習で使用する

予習で「活用問題」に取り組ませることで，習得すべき知識・技能を意識化し，単元にお

ける言語活動に児童が見通しをもって取り組むために使用することができる。単元の学習が

行われる前，あるいは学習計画を立てる段階で「活用問題」に取り組むことにより，授業の

中で行われる言語活動やその表現様式に対して児童は見通しをもつことができる。このよう

に習得するべき知識・技能を意識化した上で学習に取り組むことで，児童の学習意欲を喚起

し，知識・技能の習得と活用を行う学習活動を支援することができる。

エ 授業場面で使用する

単元の学習に「活用問題」を補助的な教材として組み入れることができる。

比べ読みをするための補助教材として使うことで児童の言語活動を支援したり，児童の習

得が不十分だと判断される内容を支援したりするために使用することができる。

４ 小学校国語科における「活用問題」の作成に関するまとめ

小学校国語科における「活用問題」の作成について，以下のようにまとめる。

・小学校国語科における「活用問題」を「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書くこと 「Ｃ話すこと」」 」

。「 」 ，の３領域において作成することができた 活用問題 を解いた児童から得られた感想として

「活用問題」の難易度の高さを指摘するものがあった。一方で問題に対する関心は高く，意欲

的に取り組んでいた。また，児童向けに作成した正答例と解説を読み，理解したり，別の問題

や同じ問題を解いてみたいという知的な好奇心が喚起されたりすることも示していた。このこ

とから 児童が知識 技能を活用し基礎的 基本的な言語能力の定着を支援するものとして 活， ， ， 「

用問題」は使用し得るものであると考える。

・ 情報の取り出し 「テキストの解釈 「熟考・評価」の，設問のステップに変化をつけたこ「 」， 」，

， 。とで 基礎・基本となる知識・技能を児童が自ら身に付けることができるよう問題を構成した
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このように 「活用問題」の作成を通して小学校国語科の言語活動における児童の思考の流れ，

を確かめ，問題に反映させることができた。

・生活場面や学習場面を問題文の場面設定に取り入れたり，複数の文章や非連続型テキストを問

題に取り入れたり 使用場面に配慮したりしたことで 児童が必然性を感じながら取り組む 活， ， 「

用問題」を作成することができた。

Ⅴ 研究のまとめ

本研究の目的は，児童への基礎・基本の定着を支援するために，言語活動を拠り所とし，情報を

要約したり，考えを説明したり，論述したりすることを中心に構成した基礎的･基本的な知識･ 技

能の活用を図ることをねらいとした問題を作成し，提示することであった。

研究を通して，小学校国語科における「活用」のとらえに沿って「活用問題」を作成することが

できた。

以下に 「活用問題」の利用によって得られる効果について述べ，研究のまとめとする。，

○児童が，授業や家庭学習などで「活用問題」に取り組むことにより，知識・技能を活用するこ

とに習熟し，思考力，判断力，表現力等が育成されること。

○教師が，児童の「活用問題」への取組の様子から，基礎的・基本的な知識・技能の習得状況や

思考力，判断力，表現力等の育成状況を把握し，授業及び家庭学習等の改善及び支援を行うこ

とができること。

〈おわりに〉

この研究を進めるに当たり，ご協力いただきました先生方，児童の皆さんに心からお礼を申し上

げます。
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